
 

2023 年8 月26 日（土）27 日（日）に大阪観光大学で 

社会教育研究全国集会  

を開催します 

 
2023年 2月１８日（土） 現地世話人会発足式（スタートアップ会合）が開催されました！ 

▼
今
夏
の
集
会
の
現
地
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

会
合
で
私
は
、
「
社
会
教
育
実
践
的
生
き
方

を
振
り
返
る
」
と
い
う
開
会
の
あ
い
さ
つ
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
学
生

時
代
に
『
月
刊
社
会
教
育
』
と
出
会
っ
た
こ

と
が
、
そ
の
後
の
人
生
を
決
め
た
こ
と
を
、

書
い
た
以
下
の
文
章
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
８
０
０
号
記
念
に
寄
せ
て
） 

▼
「
最
初
の
出
会
い
は
、
学
部
学
生
時
代
、

大
学
図
書
館
で
あ
っ
た
。
藤
岡
貞
彦
さ
ん
の

「
社
会
教
育
実
践
と
民
衆
意
識
・
序
論
」
に

強
い
印
象
を
も
ち
、
大
学
院
に
進
む
こ
と
に

な
る
。
大
学
院
生
時
代
、
京
都
の
古
本
屋
で

『
月
刊
』
の
創
刊
号
を
含
む
初
期
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
と
前
誌
『
社
会
教
育
』
の
最
終
号

等
を
発
見
購
入
し
た
。
相
馬
利
雄
氏
（
京
都

府
社
会
教
育
課
長
等
歴
任
）
か
ら
出
た
も
の

で
あ
っ
た
。
前
誌
終
刊
直
前
の
数
冊
の
「
あ

と
が
き
」
と
『
月
刊
』
創
刊
号
の
「
揺
る
ぎ

な
い
路
線
を
も
と
め
て
」
を
読
み
、
社
会 

教
育
の
民
主
主
義
の
実
現
へ
の
決
意
を
固

め
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
す
で
に
手
元
に

は
『
月
刊
』
も
前
誌
も
な
い
が
、
そ
れ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
、
「
教
育
に
お
け
る
民
主
主

義
」
を
終
生
の
テ
ー
マ
と
す
る
覚
悟
は
私

に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。」 

▼
そ
の
後
、
私
の
社
会
教
育
理
解
は
、
貝
塚

公
民
館
、
無
認
可
ア
ト
ム
共
同
保
育
所
、
そ

し
て
和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
を
舞
台
と
す
る
実
践
の
な
か
で
次

の
よ
う
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
人
は
生
活
の
な
か
で
、
い
ま
の
自
分

の
力
で
は
解
け
な
い
疑
問
、
解
決
で
き

な
い
不
安
、
苦
悩
（
課
題
）
を
抱
え
込

む
。
疑
問
、
不
安
、
苦
悩
を
孤
立
し
て

抱
え
込
む
と
き
、
精
神
的
身
体
的
症

状
に
す
ら
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。  

し
か
し
一
人
が
直
面
す
る
課
題
は
、

同
じ
時
代
、
同
じ
社
会
に
生
き
る
他

者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
。
共
有
さ
れ

た
課
題
を
共
同
の
努
力
で
解
い
て
い
こ

う
と
す
る
意
思
が
生
ま
れ
る
と
き
、
そ

の
ひ
と
つ
の
道
と
し
て
共
同
学
習
が
は

じ
ま
る
。
社
会
教
育
と
は
、
こ
の
共
同

学
習
を
援
助
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

・
・
・
・
社
会
教
育
実
践
が
、
学
習
主
体

の
営
み
と
そ
の
援
助
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
人
々
の
疑

問
や
不

安
、
苦
悩
が
共
有
さ
れ
る
「
あ
ら
ゆ
る

機

会

、
あ
ら
ゆ
る
場

所

」
に
お
い
て 

社
会
教
育
実
践
は
成
立
す
る
の
で
あ

る
。
」 

▼
以
上
の
よ
う
な
社
会
教
育
理
解

に
基
づ
い
て
「
社
会
教
育
実
践
的
生

き
方
」
を
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
十
余
年
の
大
学
の
経
営
に

お
い
て
も
貫
い
て
き
ま
し
た
。
職
業

人
生
と
し
て
は
最
後
の
場
と
な
る
で
あ

ろ
う
大
阪
観
光
大
学
で
集
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
は
、
感
無
量
の
思
い
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
参
加

者
が
、
仕
事
に
お
い
て
、
生
活
に
お

い
て
、
人
生
に
お
い
て
「
社
会
教
育
」

の
意
味
あ
る
こ
と
を
体
得
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

◆
発
足
式
開
会
の
あ
い
さ
つ 
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社会教育研究全国集会 

主
催
者 

あ
い
さ
つ 

姉
崎 

洋
一 

氏 

〔社
会
教
育
推
進
全
国
協
議
会 

（
社
全
協
）委
員
長
〕 

す
ぐ
れ
た
実
践
か
ら
学
び 

希
望
を
紡
ぎ
ま
し
ょ
う 

▼
関
西
で
の
全
国
集
会
は
、
２
０
１
９
年

の
奈
良
集
会
ぶ
り
で
す
。
古
く
遡
れ
ば
、
１

９
６
６
年 

京
都
集
会
、
１
９
６
９
年 

奈
良

信
貴
山
集
会
、
１
９
７
２
年 
兵
庫
宝
塚
集

会
、
１
９
８
０
年 

京
都
集
会
、
１
９
８
５
年 

大
阪
集
会
、
１
９
９
７
年 

神
戸
集
会
、
そ

し
て
２
０
０
７
年 

阪
奈
和
集
会
で
す
。
そ

れ
か
ら
16
年
目
の
大
阪
南
部
で
の
開
催
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年
の
南
三
陸

集
会
も
、
２
０
２
２
年
の
九
州
集
会
も
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
を
中
心
に
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
社
全
協
を
中
心
と

し
な
が
ら
、
社
全
協
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

結
集
さ
れ
る
方
々
に
依
拠
し
つ
つ
、
大
阪

観
光
大
学
を
拠
点
に
「
対
面
」
を
主
と
し
た

集
会
に
な
り
ま
す
。 

▼
『
月
刊
社
会
教
育
』
の
読
者
か
ら
社
全
協

は
誕
生
し
ま
し
た
。
毎
回
全
国
集
会
は
同

刊
の
7
月
号
に
現
地
の
特
集
が
組
ま
れ
ま

す
。
基
調
提
案
も
、
南
三
陸
・
九
州
同
様
、

今
年
も
現
地
の
方
々
の
意
向
と
社
全
協
の

側
の
内
容
と
合
体
し
た
も
の
が
で
き
て
、

7
月
号
に
載
る
で
し
ょ
う
。 

現
地
と
社

全
協
と
い
っ
て
も
、
社
全
協
に
大
き
な
力

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地
の

方
々
の
力
強
い
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
全

国
集
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
昨
年
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
形
が
ベ
ー

ス
で
し
た
。
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
も
や
り
ま

す
が
、
基
本
は
対
面
の
集
会
に
な
り
ま
す
。

初
日
の
第
一
全
体
会
、
全
体
交
流
会
を
対

面
で
開
催
で
き
る
集
会
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
二
日
目
の
分
科
会
も
、

今
、
現
地
世
話
人
と
全
国
世
話
人
で
17
の

分
科
会
の
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

▼
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
、
韓
国
の
方
々
が 

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は
現
地
企

画
で
韓
国
と
共
同
で
分
科
会
を
も
ち
ま
し

た
。 

今
年
の
形
態
は
未
定
で
す
が
、
韓
国

の
方
々
の
参
加
が
見
込
ま
れ
、
大
い
に
交

流
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
社
会
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
決
し

て
緩
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
民
館
、

図
書
館
、
博
物
館
等
で
は
、
指
定
管
理
者

雇
用
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
等
、
非

正
規
職
の
増
大
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
法

の
改
正
で
、
博
物
館
も
い
ま
社
会
教
育
施

設
と
し
て
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

次
は
、
図
書
館
法
の
改
正
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
他
方
で
は
、
平
和
の
学
び
、
気
候
変

動
の
学
び
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
、
世

代
を
超
え
た
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど

に
新
し
い
力
も
加
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
存
分
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
す

ぐ
れ
た
実
践
か
ら
学
び
、
希
望
を
紡
ぎ
ま

し
ょ
う
。 

▼
３
月
12
日
（日）
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
放
課
後
喫
茶
」
に
お
邪
魔
し
た
。
こ
こ

で
は
、
教
育
や
福
祉
に
関
わ
る
若
者
が
集

い
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
夜
間
中
学
（
自
主

夜
間
学
校
）
の
実
践
事
例
、
辻
合
悠
さ
ん

か
ら
「
学
習
指
導
要
領
」を
問
う
語
り
合
い

が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
約
20
人
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
イ
ホ
ル
ラ
舎
の
報
告
で
は
、

子
ど
も
達
に
①
自
己
決
定
、
②
対
話
の
実

践
、
③
実
体
験
の
重
視
、
を
大
切
に
、
空
き

家
を
リ
メ
イ
ク
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
達
に
は
、
ス

ク
ー
ル
の
企
画
に
「参
加
す
る
自
由
」、
「参

加
し
な
い
自
由
」
を
保
障
し
、
過
ご
し
方

は
自
分
で
決
め
、
仲
間
や
大
人
の
サ
ポ
ー

ト
も
自
分
で
募
集
さ
せ
る
な
ど
、
「
子
ど

も
本
人
が
あ
り
の
ま
ま
過
ご
せ
る
こ
と
」

を
大
切
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
壁
も
あ

る
。
例
え
ば
、
”
子
ど
も
中
心
”
で
あ
り
た

い
の
に
、
登
校
扱
い
に
す
る
た
め
に
学
習

指
導
要
領
と
い
う
大
人
の
都
合
に
よ
っ
て

活
動
が
歪
め
ら
れ
か
ね
な
い
矛
盾
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
。 

▼
辻
合
さ
ん
か
ら
は
、
「
適
応
で
き
な
い

子
ど
も
」
に
対
す
る
学
校
か
ら
の
実
質
的

な
排
除
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
の
発
達
を
中
心
に
し
た
教
育
課
程
の
重

要
性
、
合
理
的
配
慮
な
ど
を
行
い
得
る
た

め
の
余
白
の
保
障
へ
の
「
学
習
指
導
要
領
」

の
影
響
、
多
様
な
学
び
の
場
を
学
外
で
保

障
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
簡
単
な
話
で
は
な

い
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
教
育
と
福
祉

の
狭
間
に
あ
る
「学
び
の
空
間
」の
専
門
化

に
よ
る
分
断
、
地
域
に
お
け
る
出
会
い
と

排
除
の
側
面
、
「
私
が
私
ら
し
く
い
ら
れ

る
場
」の
創
出
に
つ
い
て
課
題
が
示
さ
れ
、

「
切
実
な
課
題
に
対
し
て
、
多
様
な
位
置

の
人
々
と
、
当
事
者
性
を
交
差
さ
せ
る
学

習
」＝
「社
会
教
育
」に
つ
い
て
も
う
一
度
、

皆
さ
ん
と
考
え
た
い
と
締
め
括
っ
た
。 

▼
公
立
夜
間
中
学
で
は
な
い
自
主
夜
間

中
学
の
実
践
事
例
と
し
て
、
吉
本
拓
司
さ

ん
（
岩
橋
夜
間
学
校
）
の
話
を
伺
っ
た
。
自

主
夜
間
中
学
校
の
取
り
組
み
や
、
こ
れ
ま

で
教
員
生
活
で
関
わ
っ
た
生
徒
さ
ん
た
ち

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
丁
寧
に
語
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
、
「
夜
間
中
学
校
に
通
う
生
徒

さ
ん
が
背
負
っ
て
き
た
人
生
を
丸
ご
と
聞

く
、
引
き
受
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

言
葉
が
心
に
響
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
人
に
開

か
れ
た
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
に
つ
い

て
、
和
歌
山
県
の
今
後
の
動
向
を
見
守
り

た
い
と
語
っ
た
。 

◆
参
加
者
か
ら
は
、
「
ど
の
話
も
、
と
て
も

聞
き
応
え
が
あ
っ
た
」
、
「
や
は
り
当
事
者

を
出
発
点
に
し
た
学
び
が
大
切
だ
」
、
「
こ

ん
な
語
り
あ
い
の
場
が
も
っ
と
必
要
で

す
」な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。  

（文
：山
田
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